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ヤ含水率依存性に関してはかなり多 くの研究があり,たとえば JAMESは1,3および 8.53GC/S



















試料として携り剛性率の測定には Fig.1a に示す寸法,形状のヒノキ (Chamaecyparis




































誘電特性の測定には矩形 TE109 共振器を使用し,摂動法を用いた25,26)O周波数は 9.4×103



















































惹 -了芸 11･(K+-)諾 † (6)
この式は Fig･5に示すように,面積 Sの内部表面上に Slを占めた被吸着分子が弾性的
に隣接吸着点を遠ざけて分子の併進移動が可能な間隙すなわち第2次内部表面KSlを形成し,
以下同様にして KnSnの大いさの第 (n+1)次面まで形成するものとし, 1次面に対してほ
Htitigの, 2次面以上に対してほ B.E.T.の平衡条件を入れて誘導されたものである｡上




































b(x)-浩 ･崇 1Xn nl)




ここに M-ASIVm∞であり,SIVm∞ は ¢が繊維飽和点に なった時の SIVmの値である｡
¢の値が大きくなると kの値が大きければ fl(¢)≒M となり, また ¢が繊維飽和点以上の
値になれば G(¢)-f4-f3+M となるので式 (7)は次のように表わせる｡
G(¢)ニー Me~坤+L(a-b(x))+f.
(6)より n-∞ とすれば次のように表わされる｡¢cx 1
¢m-1+cx 1-x
あるいほ
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Table2.TherelationbetweenthemodulusofrigdityGandmoisturecontentゥみ.

























































上式からわかるように MT には a55つまり剛性率 GLJRの寄与が最も大きい｡GLRの含水率依



















の場合式 (14)で M-0.39×109,L-4.3×107,f4-1.00×109および k-0.26 と定めれば剛
性率は Fig.8の点線のようになる｡ また Fig.■laの (2)の木取りの場合 〃-0.29×109,
L-3.3×107,f.-1.04×109および k-0.26 と定めれば 剛性率は Fig.9 の点線のようにな
る｡いずれも実測値とよく一致している｡ここに M は水分子による空孔の充填効果の目安を
与え,上は水素結合の寄与を表わしている｡
Fig.10,Fig.ll,Fig.12-および Table3にべイヒの e′,e′′ぉよび tan∂の含水率依存









































































竹田17),TRAPPと PuNGS18),堤22)ぉよび Sc血 TZE34)等の結果と一致しているoTablelから
第2次面以上に吸着する水,すなわち分極しやすい水が現われる含水率あたりからe′,e′′ぉ




本報ではヒノキについて Fig.2に示す装置を用いて 20oC における剛性率と含水率の関係
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